
村
民
み
ん
な
で「
ハ
ー
ト
が
た
く
さ
ん

の
村
」を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
総
務
課

No.148

セ
ク
ハ
ラ
が
企
業
に
も
た
ら
す

損
失
に
つ
い
て

　
な
ぜ
、
企
業
は
組
織
と
し
て
セ
ク

ハ
ラ
対
策
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　
セ
ク
ハ
ラ
は
被
害
を
受
け
た
当
事

者
が
最
大
の
被
害
者
に
な
り
ま
す
が
、

同
時
に
そ
う
し
た
行
為
を
許
し
た
企

業
に
も
大
き
な
損
失
を
も
た
ら
し
ま

す
。

大
切
な
の
は
共
に
働
く
人
た
ち

○
職
場
環
境
の
悪
化

　
セ
ク
ハ
ラ
行
為
に
対
し
て
甘
い
、

あ
る
い
は
そ
れ
を
許
す
よ
う
な
職
場

で
は
、
確
実
に
職
場
環
境
は
悪
化
し

て
い
き
、
働
く
人
た
ち
に
心
理
的
な

悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
つ
ま
り
、

こ
う
し
た
職
場
で
は
円
滑
で
快
適
な

人
間
関
係
を
築
く
こ
と
は
不
可
能
に

な
り
ま
す
。

○
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下

　
職
場
環
境
の
悪
化
は
、
当
然
の
こ

と
な
が
ら
業
務
面
に
も
悪
影
響
を
与

え
ま
す
。
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下

に
よ
る
作
業
効
率
の
悪
化
や
ミ
ス
の

増
加
は
、
製
品
の
品
質
や
顧
客
へ
の

サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
も
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
人
的
損
失
の
発
生

　
給
与
な
ど
の
待
遇
条
件
や
施
設
環

境
が
悪
化
す
れ
ば
、
働
く
人
の
定
着

率
の
低
下
を
招
く
だ
け
で
な
く
、
優

秀
な
人
材
の
流
出
と
い
う
こ
と
も
起

こ
り
人
的
損
失
に
つ
な
が
り
ま
す
。

○
企
業
倫
理
観
の
喪
失

　
職
場
で
の
セ
ク
ハ
ラ
行
為
を
放
っ

て
お
く
企
業
は
、
基
本
的
に
企
業
と

し
て
の
倫
理
観
が
欠
如
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
問
題
を
小
さ
な
う

ち
に
解
決
し
な
け
れ
ば
、
そ
れ
が
や

が
て
企
業
風
土
と
な
り
取
り
返
し
の

つ
か
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
企
業
イ
メ
ー
ジ
の
悪
化

　
改
正
雇
用
機
会
均
等
法
に
よ
り
、
事

業
主
は
セ
ク
ハ
ラ
対
策
と
し
て
雇
用
管

理
上
必
要
な
措
置
を
と
る
よ
う
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
行
政
か

ら
の
是
正
勧
告
に
応
じ
な
い
場
合
は
、

厚
生
労
働
大
臣
は
そ
の
旨
を
公
表
で
き

る
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
職
場
内
で
の
セ
ク
ハ
ラ
は
、
こ
れ
ま

で
も
し
ば
し
ば
マ
ス
コ
ミ
に
登
場
し
て

い
ま
す
が
、
企
業
名
が
社
会
一
般
に
知

れ
渡
る
こ
と
で
企
業
イ
メ
ー
ジ
は
一
挙

に
悪
く
な
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
る
経
済

損
失
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

○
直
接
的
損
失

　
セ
ク
ハ
ラ
は
時
と
し
て
損
害
賠
償

請
求
な
ど
の
裁
判
ま
で
進
む
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ケ
ー
ス
に
よ
っ

て
は
使
用
者
責
任
が
問
わ
れ
、
事
業

主
に
も
損
害
賠
償
責
任
が
生
じ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
裁
判
に
要
す
る
弁

護
士
費
用
や
費
や
さ
れ
る
時
間
な
ど

を
考
え
る
と
、
日
頃
か
ら
の
セ
ク
ハ

ラ
対
策
が
い
か
に
重
要
か
理
解
で
き

ま
す
。

使
用
者
責
任
に
つ
い
て

　
セ
ク
ハ
ラ
を
し
た
本
人
は
民
法
７

０
９
条
の
不
法
行
為
責
任
を
問
わ
れ

ま
す
が
、
さ
ら
に
、
使
用
者
に
つ
い

て
は
民
法
第
７
１
５
条
で「
あ
る
事

業
の
た
め
に
他
人
を
使
用
す
る
者
は
、

被
用
者
が
そ
の
事
業
の
執
行
に
つ
い

て
第
三
者
に
加
え
た
損
害
を
賠
償
し

た
責
任
を
負
う
。
た
だ
し
、
使
用
者

が
被
用
者
の
選
任
及
び
そ
の
事
業
の

監
督
に
つ
い
て
相
当
の
注
意
を
し
た

と
き
、又
は
相
当
の
注
意
を
し
た
と
き
、

又
は
相
当
の
注
意
を
し
て
も
損
害
が

生
ず
べ
き
で
あ
っ
た
と
き
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
」と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
来
月
も
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
よ
る
人
権
侵
害
に
つ
い
て
、

お
伝
え
し
ま
す
。

ハートがたくさんの村づくりハートがたくさんの村づくり
差別のない、人への思いやりを大切にする、

明るい南阿蘇村をつくりましょう。

人権とはなんですか?

　人権とは「すべての人々が生命と自由を確保し、それぞれの幸福を追求する権利」
あるいは「人間が人間らしく生きる権利で、生まれながらに持っている権利」であって、
だれにとっても大切なもの、日常の思いやりの心によって守られなければならない
ものです。今回も、「セクハラ」についてお伝えします。 　NPO法人「南阿蘇えほんのくに」設立総会が、役場大

会議室で行われました。
　この団体は、絵本を通じて豊かな心を育むことを目的
として地元住民が集まり、平成17年から活動を開始。絵
本作家を招いての講演会や、地域での絵本の読み聞かせ会、
絵本文庫の設置のほか、地震後には仮設団地の集会場で
移動図書室を開くなど、様々な活動を続けてきています。
　これらの取り組みを今後一層安定して着実に進めるた
め、今回NPO団体として組織を再編。関係機関や村との
連携・協力体制をより強化していきます。

　「村長と語るむらづくり」と題した座談会が、役場大会
議室で行われました。
　当日は約70人の村民が参加し、吉良村長と活発に意見
交換。議題は村民生活に関する身近な課題をはじめとし、
農業、観光、子育てや教育、地域振興に関することなど、
さまざまな分野に関して意見や提案が出されました。
　閉会のあいさつで吉良村長が「いただいた意見の中には
すぐに取り組めるものも、課題もあった。継続的に皆さ
んの意見を聞いていきたい」と述べました。
　「村長と語るむらづくり」座談会は、今後も定期的に実
施していく予定です。

よりよい村にしていくために
「村長と語るむらづくり」座談会

6
24

関係機関とのさらなる連携強化を
NPO法人「南阿蘇えほんのくに」設立総会

6
19

2時間以上にわたり多くの意見が交わされた座談会

　平成24年7月12日の九州北部豪雨災害で特に大きな
被害を受け、2人が犠牲となった新所区で、慰霊碑建立
式が行われました。地域住民約30人をはじめ村関係者
などが参列し、犠牲者に追悼の意を寄せました。
　建立式が行われた慰霊碑は、被災者への慰霊と地域を
見守ってほしいとの思いで、株式会社藤本建設工業が寄
贈。式典では新所区の江藤俊雄区長が「豪雨災害を教訓
にし、防災意識を高めたい」と述べました。

当日は団体役員をはじめ、村関係者などが出席

　7月2日、役場にて第68回社会を明るくする運動総理
大臣メッセージ伝達式が行われました。
　社会を明るくする運動とは、すべての国民が、犯罪・
非行の防止と罪を犯した人たちの更生について理解を深
め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪・非行の
ない明るい社会を築こうとする運動です。この活動は、
昭和26年に始まり、今回で68回目を迎えます。
　犯罪や非行のない「日本一安全・安心な明るい地域」に
なるよう、地域住民の理解を得て関係機関とも協力しな
がら地域に根ざした活動を目指します。

豪雨災害の教訓に
平成24年7月九州北部豪雨災害慰霊碑建立式

7
12

犯罪のない幸福な社会づくり
第68回 社会を明るくする運動

7
2

阿蘇地区保護司会南部分会と南阿蘇村更生保護女性会式では株式会社藤本建設工業
（藤本憲成代表取締役）に対し、
江藤区長から感謝状が
手渡されました。
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